
カリフォルニアにおける

園 芸 農 業 に つ い て

金 子 晶 子

1 まえが き

農業の中で も,果樹 ･野菜 ･花井 などの園芸農業は,集約的で土地生産性も高 く成長部門となっ

ているO殊にが )フォルニ7州では,その生産額がアメTJカ1位の農産物は40余で, この内首位

をしめる畜産関係に続 き.果樹や野菜の生産の高さは他州にはみられない大 きな特色である.

調査地域 としては,東西 をシエラネバダ山脈,海岸山脈に挟 せれ,北半はサクラメン ト川,南半

はサンホアキソ川流域からなる南北 800km.巾 80kmに及ぶ長大なセ/トラル ･グ71)-(Cen-

tralValley)を中心に,カリフ †JLエア全域の果樹農業を主に,野菜 ･花弁栽培の現況 ･変遷

を概観 した. メ

セン トラJLグ丁リー地域は肥沃ではあるが,地中海式気候のため農業には濯概が不可欠である.

即 ち北部VCは降水の 7割が,南部の乾燥地域には人口の7割が集中する点から,北部の洪水と南部

の水不足の同時解消を目的 とするセン トラル ･グアリー ･プロジ ェクトが考えられ.20世紀後半

その擢概 は一段と進んだ｡ この結果,同州の農地 312万 ha中,濯概面積は 82%を占め,那

(county )別には 1位か らフレスノ (Fresno)42.4万ha,カーン (Kern)24.1万 ha,ト

ウレア- (Tulare)23.4万 ha,サンホアキン (SauJnaquin)19.9万 ha,キングス(K卜

ngs)17.4万 haで,'lLlずれもセン トラルグ,リー諸郡で,この地域の著 しい農業の発展をみた

のであ る(郡境は第 1図を参照 )0

2 カ リフ ォルニア果樹農業の動向

1970年カリ7 ォルニア果樹統計vc上9,同州の主要果樹 10種を選 び,その栽培面積 ･生産高･

生産数をみると(第 1表 ),栽培面積では第 1位はぶどうで全果樹の 28.4%,第 2位以下順にア

ーモン ド13.9%,オレンジ13.0%, くるみ11.2%,桃 6,4%となD.以上上位 5種で全果樹
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第 1囲 カ リフ ォルニア主要果樹地域及び郡境図
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第 1表 カリフォルニアにおけ る主要果樹の栽培面積,生産高及び生産額

栽 培 面 積 生 産 高 生 産 額
成 園 未 成 園 計 全果樹旦 未成園率

ア ー モ ン ド ha ha ba U/o % トン′ 干r}t,･59,867 35,020 94,148 13.9 37.2 128,000 77,568

アプ リコグト 13,219 1,516 14,572 2.2 10.4 170,000 17,850

ぶ ど う 183,570 10,852 19.2,156 28.4 5,6 2,763,000 236,568

オ レ ン ジ 67,983 21,328 88,472 13.0 24.1 108,268

桃 33,133 10,632 43,356 6.4 24.5 921,000 79,216

プ ラ ム 8,642 2,000 10,536 1.6 19.0 123,000 19,680

す も も 38,981 5,600 44,100 6.5 12.7 200,000 43,200

な し 15,228 4,092 19.320 2,9 21.2 258,000 36,623

く る み 58,868 16,880 75,488 ll.2 22.4 103,000 51,912

CaliforniaFruit&凡lt Statistics,1969-70.

CaliforniaFruit&NutAcreage,1970

☆柑橘類生産高の統計は箱単位で表わされており,オレンジは 1箱 75ポン ドのカー トン詰

なので, ここでは単位統一の上で トンに換算 したO

の72.9%を占める.更に上記5種の成園 ･未成園の状態 を未成園率からみると,ぶ どうが成園の

比重が大 きく安定 しているのに対 し,アーモンドは未成園率が37.2%と,今後の伸びが期待され

る｡又生産高からは,ぶどうが全果樹生産高に対 し276.3万 トンで34.1%を占め第1位,生産

額でも2億 3,600万 ドル ･28.7%の収入をあげ,2位 ･3位の桃 ･アーモン ドを大 きく引 き離

し,多種の果樹が生産され る同州で,最 も卓越 した果樹 となっている｡

次に主要果樹を取 b上げ, 1954年から′70年にわたる栽培面積の変遷をみると(第2図 ),

果樹園面積全体vcっいては,1954年を 100として指数 でみた場合にあぜE)伸びはみられず,

む しろ/58年VCは92.9と下 り,以後漸増 しているO これに対 し,果樹毎に同 じく′70年の指数を

みると,ぶ どう105.2,オレンジ112.3,くるみ138.7,7-モン ド232.3.す もも109.

0,桃 112.4,レモン86.6,梨 111.6,アブ 7)コット85,5,オ TJ-ブ122.0となり.ア

ーモン ド･くるみ等ナ,ツの伸びが大 きい｡オ 7)-ブ ･柑橘類は第 2郡,桃 ･梨等落葉果樹は大差

なく第 3群,ぶ どうはあまb変化な く漸増.これに対 しレモン ･アブT)コットは指数 80台と減少

が目立二も 又,現在全果樹の1% しか占めず,図に現 れて こないグレープ7ルーツは指数 484･1

とその伸びは特筆すべ きである｡

果 樹栽培面積 か ら, 果樹 をぷ':どう,落葉果ヰ凱 ナ ッツ,柑橘類 ･オ1)-ブの4大別にし,各
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主要果樹栽培面椿の変遷 (1954-1970)
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々の分布図を作成 した02)tれをまとめた全果樹の分布図 (第 1図 )か ら,同州の主要果樹地域を下

記の 6つに大別しプ払 即ち .Aサクラメント川流域,Bシエラ山麓,C北部海岸,D中部海芹. Eサ

ンホアキソ川流軌 F南部 カ7)7ォルエアである｡ この内最 も果樹栽培の盛んなのは Eで,全果樹

栽培面積の57.7%を占め, これ にA15.2%,F13.4%が続 き,残 りのD ･Cは各々 6.7%,

5.10/0,又 Bは 0.6%と取 るVC足 りない (第 2表 )Oく以後,当論文で使用す るA～Eは上記 6果

樹地域を示す もの とす る｡>

第 2表 カリフ ォルニア主要果樹地域の果樹栽培面積

仝 果 樹 ぶ ど う ナ ッツ類 柑橘類 .オリーブ 落 葉 果 樹

栽培面積 % 栽培面積 % 栽培面積 '% 栽培面積 r% 栽培面積 %

A)7品 ント ha_15.2 ha 0.3 ha28.5 ha 4.0 ha 30.2
104,339.7 5184 50,601.1 6392.5 46,819,6

Bシ畢ラ山麓 4,273.5 0月 3852 0.2 731.8 0.4 91.1 0.1 3.060.6 21)-

o北 部 海 岸 35149.1 5.1 11β33.3 6.1 6,207.0 3.5 57.50.03 17,051.3 ll.0

D中部 海 岸 46,232.4 6.7 6054.8 83 16,518.3 9,3 357.6 0.2 19,037.4 12.3

輝 7;-y7395β32.457.7 163321.183.9 99{)41.155.9 73,083_5 46.2 60,186.6 38月921.20.113.4 9,748.8 5.0 3ユ31.5 1.8 77,734.5 49ユ 1,501.3 1.0

6地 域 計 677,747.398.9 191β61.598.6 176,230.999.4157,716.799.7147β56.9 95.1

Cali･forniaCrop &一･五ivestock Service:GaliforniaFruiLt&N'utLAcreage,1970
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以上 5葉の果樹分布図及 び第 2表から,A～Fの地域 性をみると,単一果樹栽培地域は なく,い

ずれも教程の果樹の結びつ きからなる混合果樹地域である.即 ち.最大の果樹地域 Eは同州ぶ どう

園の83.9%を占め,ぶ どう中心ではあるが,同時vcナ ッツ55.90/0,柑橘類 ･オリーブ46.2%

落葉果樹 38.8% と,t̂ずれの分野 も最 も隆盛夜果樹中心地域である｡ これに次 ぐA札 ぶ どうは

極めて少なく,ナ ッツ ･落葉果樹の卓越 した地域,Fは減少傾向vcはあるが,柑橘類 ･オリーブの

卓越地域,I)･Cは落葉 果樹 にぶ どう ･ナ ッツの組 合せ 一地域,州全体からは散々たるBはシ

エラ山麓西斜面を利用 した混合地域である｡以上要約す ると,セン トラル グア リー北部はアーモン

ド･くるみ ･桃等ナ ッツ ･落葉果樹が多 く,7レスノを中心とする南部はぶどうの核心地 と同時vc,

ナ ッツ ･柑橘類 ･落葉果樹の集中地域,南部カ T)フォルエアはオレンジ等柑橘類地域となってLhる｡

次に主要果樹のぶ どう,オレンジ,アーモンド及び くるみの3部門につVlて考えてみる｡

a ぶどう

上述のように多種VCわたる果樹の中で,ぶ どうは最 も同州で卓越 した果樹である.

せず用途別にみると.乾ぶどう月抄壕 も多く金枝培面積P52.4% 次いでワイン用が326%と 生食用

14.9%に対L,加工開ぶどうに主力がおかれ(第3表 ),大半が生食岡の日本とは対照杓であるo これを用

第 3表 ぶ どうの用途別栽培面積,生産高及び生産額

lI 栽 培 面 積 生 産 高 トン 生 産 鹿ha % 千トルJ
乾ぶ どう用 100,728 52.42 1,890,000 137,093

生 食 用 28.712 14.94 336,000 36,288

ワ イ ン 用 62,716 32.64 537,000 63,366

CaliforniこlFruit&NutStatistics,1969- 70

途別ぶ どう栽培面積の変遷か らみると(第 3図 ), 乾ぶ どうがやや増加する程度で目立つ変化はな

い鵜 生産額VCかいては近年最 も収益の大 き.V,33ィン用の増加が見らA,乾ぶどうは漸増 し安定 し

た地位vc, 生食用は次第に減少している.

次に主 な生産地域を都別に栽培面積から見ると (第 4表 ), 7･8位のナパ (Napa), ソノー

マ (Sonmla)郡が0, 9位のサンバーナーデ ィーノ (Sam Bernardino)郡 がFに位置するの

を除けば,他の郡は全てE地域にあり,サンホアキン川流域-の集中度 の高さを示 しているo

更vcこれを用途別vcみると,第 1位のフレスノは乾ぶ どうの栽培面積が 86.9%と,ワイン用7.5
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第 3図 カリ71ルエアのぶどう栽培面稀の変遷

第 4表 郡別 にみたぶ どう栽培状況

ランク 郡 名 栽 培 面 積

1 フ レ ス ノ ha70084 36.47U/0

2 ト ウレ ア - 27770 14.45

3 サンホ7キン 17461 9.08

4 カ ー ン 16_076 8.36

5 一山マ 7- -- フ 14931 7.77

6 _スタ=LXロー1ス 8080 4.20

7 ナ ハ 5843 3.04

8 ソ ノ ー マ 5719 297

9 サツノーナ-デイ｢ノ 5580 2.90

CaliforniaFruit&NutAcreage,1970
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%,生食用 5.6%vc比べ著 しく高 く,乾

ぶ どうの核心地域であるo これ に対 し,

第 2位の トゥレアー郡 は乾ぶ どう50.2

%,生食用 39.7%,ワイン用 10.1%

と乾ぶ どう･生食用ぶ どう混合地域,又

第 3位のサンホアキンは ワイン用 50,5

%,生食用49.5% とほほ同率 のワイン

生食用ぶ どう混合地域 を形成 してV,る.

筒.順位 は 7位 ･9位 とおちるが,ナパ,

サンバーナーデ ィー ノ両郡は.いずれ も

ワイン用 99.9% とワイン用ぶ ど う単一

栽培地 域であるo殊vcナバ郡 セン ト-レ

ナ (St.Helena)附近は一面のぶ どう

畑VC大小の ワイナ 1)-,その看板が立 ち

並び,特異 な景観を.呈 してい る.

要 す るVC,乾ぶ ど うはEの7レスノに.

ワイン用ぶどうは Cのナバ グ丁 リー

(NapaValley)及 びFのサンバーナ

ーデ ィーノに,生食用ぶ どうは 7レスノ

を除 くサンホアキソ川流域vc集中 してVl

b オレンジ

柑橘類の中心をなすオレンジ払 ネー

ブルとグナレンシ了の2靴 大別 それ る｡5)

まず 1970年のオレンジ栽培状況は,

第 1表のエうに栽培面積率 13%で,倭

かにアーモン ドVC劣 9第 3位 だが,生産

額では 1億 827万 ドルをあげ第 2位 vc

ある｡品種別 では栽培面積ネーブル4.8

万 ha,グ丁レンシ74万 ha,生産額 で



は前者が 6000万 ドル,後者が 4800万 ドル とネーブルオレンジの方がやや優位を占めてVlる.

主 覆生産地域 を郡別 に栽培面積 からみると(第 5表 ),サンホアキン川流域の郡は 1,4,

5位の トゥレ7-,7レスノ,カーン3郡で 49556ha,他 は南部*1)フォルエア諸郡で34884

第 5表 郡別によるオレンジ栽培面積

名 ･オ レ ン ジ ネーブルオレンジ ヴ7レンシアオレンジ t

- 33176ha 23076ha 10076ha

イド 10052 5540 4476

ウラ 8548 788 7760

ノ 8480 6868 1580

ン′ 7900 6180 1704

ジ 6036 92 5944

㌔-ノ 5904 3644 2212

ランク 郡 名

1 ト ウ レ ア -

2 リグ7-サイド

3 グ エ ソ ト ウラ

4 フ レ ス ノ

5 カ ン′

6 オ レ ン ジ

7 サツノも一ナ-デー-ノ

CaliforniaFruit&NtltStatistics,1969-70

ha とtj･Fの2果樹地域に集中 し,且つEが凌駕 している. しか し,そもそもオレンジ栽培の始

まDは, 1873年 リグ7-サイド(Riverside)郡の-婦人がブラジルから輸入 した新値オレ

ンジ (ネーブル )の見本を入手,試植 して,これからオレンジ帝国VCまで発展してtnったのである

し,又オレンジ (Orange)郡 もその名称通 りオレンジ栽培の盛んな尊に由来,更にサ･ンバーナー

ディーノ郡で3月オレンジ収穫 を祝 って行われ るナショナ}t,･オレンジ ･ショー等,元来オレンジ

栽培の中心は南部カ リフォルニアで,近年 これが次第VC中部地域へ と移動 したのである｡

これをサンバーナーデ ィーノ郡 を例に,柑橘類栽培面積の変遷をみ ると(第6表),1942年を指

数 100として′52年には 79.5,'62年には 49.3,′70年には 38.2と,その縮少は非常に顕

著であるo更に同郡を例に,果樹等の全農産物 と畜産の関係をみ ると(第 4図 ),農産物の生産額

が 1946年から′70年の 24年間で指数 39.0と減少をたど9,農地から宅地等への転換VCよる

収益減 と考えられ るのに対 し,鶏を中心 とする家禽及び乳牛を主 とする家畜の生産額は各々指数

389.4, 736.5と非常な伸びを示 し,果樹からより収益の大 きLr>都市向け養鶏,生乳用酪農-

の転換が進んで きた と考えられるO これは同郡のみに留まらず,南部 カ 1)フォルエア果樹地域vc共

通 した傾TDJである.
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第 6表 サンバーナーデ ィーノ郡 に

かける柑橘類栽培面積の変遷

(1942-70)

年 栽 培面 積 指 数

1942 ha20528.0 100 J

1944 20317.6 99.0 量】

1946 19666.8 】I95.8 !

1948 20000.0 97.4

1950 17295.6 84.3

1952 16316.0 79.5

1954 14382.0 70.1

1956 12610.4 61.4

1958 11897.6 58.0

1960 11095.6 54.1

1962 10126.8 493

1964 9477.2 46.2

1966 9326.8 45.4

1968 8958.8 43.6

SamBernardinn Cr}unty

r)ept･nf丸gr･:Agricultural

Crop&LivestockReport,
1954-70
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第 4図 サンバーナ -デ ィーノにおける全農産物.

家禽. 家畜生産額の変遷

C アーモン ド･くるみ

7-モン ド ･くるみは栽培面積からはオレンジと殆ん ど同率で13.9%及 び 11.2%を占め,寡

2位.第 4位 の果樹で,第 1図の通 D , 近年の伸 びが非常 vc著 しい部門であ る.

主な生産地域は 1970年果樹統計vcよb君臣別に栽培面積をみると, 7-モン,ドは 1位 マ-セ ッド

(Merced)13280ha,14.7%, 2位ス クエスロース (Stanislaus)11880ha,12.

6%,3位サンホ7キン 10772ha,ll.4%,4位ビュー ト(Butte)10228ha,10.9%,

5位 カーン 8988ha,9.5%と在り,郡に よる差は′J､さ くE地域に集中 してい るO続いて くるみ

は,同じ く1位 トゥレ7- 10212ha,13.5% , 2位サンホ7キン 10088ha,13.4%,
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3位スクエスロース 9644ha, 12･8%, 4位サ ック-(Sutter)4444ha 5･90/0,

5位 レイク (Lake)4084ha, 5.4%で,同様 にEに集中 してV}るが, 4位のサック-は A

5位のレイクは Dに位置 し,オレンジと同様 VC今後の栽培地域の北進を示唆 してtnるO

この栽培地域北進の状況を くるみを例vc, 1892年か ら′70年 倭で 78年間の変遷は次の通 り

である06おら1892年vcは同州くるみ栽培総面積 3376.8haの内 93%がF地球のグエソト

ウラ (Ventura ), オレンジ,サンタバーバ ラ (Santa Barbara),ロサンゼルス (Loslin

geles),サンディエゴ (Sam∫)iegn),サンノレイスオビスポ (San 工JuisObispn),サン

バーナーデ ィーノ諸郡 で生産され たが, 17生後の 1919年 には 5463.6ha中Fが 75.4%,

セントラ.7Lグ7 1)-及 び中部海岸が登場 し24.2%, 1928年には A_が登場,′38年には Fは

51.9% と約半ばに減少 したO更vc/48在には F34.8%.D･Eはほ 同ゞ率で 26%も ′58年一に

はつV･VC首位はE35.8%, 2位 D29.6%, A17.90/0, Fは 15.2%で最下位,そ して最新の

資料で 70年には 75488ha中 Fは 0.3%, E49.60/0, A24.9%,DI0.7%となった

(第 7表 ). こうして 1892年に州 くるみ栽培面積の93%を占め最盛 であった Fは,′70年に

第 7表 主要果樹地域別 にみた くるみ栽培面積の変遷 (1892J70)

年 州栽培面積 F E l A ID
南部カリフォノレエア サンホ7キン川流域 サクラメント川流域 中 部 海 岸

1892191919281938194819581970 ha ha ha ha ha3376.85463.65862.461322.860187.261410.075488.0 3140.4 1322.2(24.2)293.1 /

(93.0)4119.6(75.4)3886.8 ＼｣-750.4 873.5
(66.3) (12.8) ( 5.0) (14.9)

31826.5 10547.5 4533.9 13491.0
(51,9) (17.2) ( 7.1) (22.0)

20945.1 15708.9 6921.5 158292
(34.8) (26.1) (ll.5) (263)

9334.3 21984.8 10992.4 18177.4
(15.2) (35.8) (17.9) (29.6)

226.5 37442.0 118796.5 8077.2

KennethThompson:Location&Relocation ofaTreeCrop

California Crop& Liuestock Seovice:californiaFrAhit&NutAcreage☆()内は% を表わす もの とする｡
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は 0.3%で最下位, 92.7%減とV,う大巾な減少をもって,完全にその地位をE･AIのセン トラル

グ丁リーと逆転,次第に頭角を表 L/48年に1位 となったDは早 くも′58年にはEにぬかれ,現在

は E49.6%で 1位,′28年に登場 したAが第 2位.D3位 と,その動きの激 しさには目をみはる

ものがあるO以上,果樹の中で, くるみは最 も顕著に栽培地域北進の現象を示 してV>る.

果樹に.つhて考察 してきたが,最近の動向 として著 しV,点は,果樹相互の差は あるが,生産地域

の南部 上皇月ヒ部-の移動及 び都市周辺からの樹園地()後退の 2点であるo

原因 としてはぜず近年の人口急増に上る都市化の現象が考え られるO 即 ち人 口変遷 を主要果私地

域毎にせとめ(第 8表 ), 1930年に対する′69在の指数をみると,州 349,7に対 しサンフラ

ンシスコ, ロサンゼ)i,ス及び州都サクラメン トを含むD ･F ･Aの地域は各々404,8, 395.1

380.4と農業中心の E306.9VC対 しは るかに高 く,大都市域の急激 な発達をもたらしてきた｡

この結果,殊に南部 カl)フォルニ了の地価の高騰は著 しく(第 9表 ),中でもFの濯概樹園地は農

地中最高の地価を示 し. Eの3倍以上にも及んだO必然的にFからまだ開発の余地があり,且つ農

業適地のE･A_へ と顕著な果樹地域の北進がみ られ ると考えられ る｡

第9表 地域別.土地利用別にみたカリフォノしエアのエーカー当 りの地価 (単位 :ドル )

1969. 3, 1現在

濯概果樹園地 濯概商業的菜園 潅概集約的穀草地 未濯概穀草地 '

北部カ リフォルニア - 800 530 430

中 部 海 岸 (rb 3075 2100 1760 780

サクラメントヴ7 7)-(Aj 2050 1050 940 460

サンホアキング丁リー旭 1900 1200 1025 405

南苦防 りフォルエア 冊 6400 2200 1250 860

californiaCrop&LivestockReportingService:Calif｡rniJsprincipal

Crop&.Livestock Comm odities,1969

都市化 と共に同州は第 2次大戦後急速 な工業化が進み,経済成長率は合衆国平均 84に対 し118

(1970)と高 く,これは更に極度な自動車交通の発達を促 し,周知の空気汚染等の公害問題 ま

でひ き起 した｡ このような状況下で, ロサンゼルス附近を中心にF地域の農地から工業用地 ･宅地

へ の転換は急速vc進み,著 しV,果樹後退 とたったのである｡
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3 野菜栽堵

まず 1969年のカ リフォルニアの野菜栽培状況を主穀類 ･果樹類 と比戟すると,7)栽培面積で札

野菜 29.5万 ha.全農産物比 9.0%で,主穀類 249.4万 ha 75.0%.果樹 53.1万 ha

16.0%に劣 るが,生産高では主穀類 2276.4万 トン57.3%を除けば,果樹 863,4万 トンに

対 し832.9万 トンを生産 し,全農産物比は各々21.7%,21.0% と殆ん ど同率で,果樹 と並び

園芸農業の重要 な-貰 となってt･1る.

剛 刊の野菜栽培面穐 生産
第 5図 カリフォルニアにおけ る野菜の栽培面積

帝, 生産額の変遷をみると( 生産高 生産額の変遷 (1941-68)

第 5図 ), 1941年を100

とす a/68年の指数は各々

153.4,370.7,695.2と 利J.レ十払

い ずれ も伸 びてい るが殊 に

生 産額では約 7倍F由一伸びを

みせ, その商 ､品性の高さを

留伽 宮00

示 してtnる.
600600

次vc品種別にみると,果樹

と同雛 野菜類 も非常時 肢 をJや

にわたってV>る｡ この内主要

な野菜を取 b上げ,その国及

び州における順位,割合,戟

培面積,生産高,生産額をみ

ると (第 10表 ), トマ ト,

レタス,セロT),カンタロー

プ (日本のプリンスメロンに

似たもの ),人参,アスパ ラ

カス等が主要 をものである｡

400400

劫0ヱ00

0 0
一一一 一一一 一一･一 一･一一 一一■一 一一一

を 空 聖 書 を 芸 を

く トマ ト> 生産額 1億 92

00万 ドル,州債産物配 は第6位で 野菜Z)首位を占めている.用途別には食用 と加工用の 2種に分け由

れ,栽培面積では食用 12760haに対 し,加工用は 9257ohaで全 トマ ト栽培面積の 86.
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第 10表 カ リフォルニアにおけ る主要野菜の栽培状況

生産高
生 産 額

ト マ ト 1 6 % 千ba 千トン 千トル63.2 75.4 3733.5 192,0､32

レ ク _ス 1 8 65,1 55.0 1446.7 136,176

セ ロ リ 1 23 60.4 6.6 461.5 47,620

カンタロープ 1 24 64.6 26.1 443.0 46,676

人 参 1 27 38.0 9.4 346.8 37,495

7スノヾ ラカ_ス 1 32 44.4 17_9 64.8 26,414

ブロッコ リー 1 36 86.6 12.1 99.7 20,953

カ リフラワー 1 40 72.5 7.2 92.4 17,580

玉 ね ぎ 1 34 26.6 9.4 373.0 22,533

豆 類 2 30 15.6 81.6 146.8 32,296

キ † ベ ツ 3 56 8.9 3.9 100.2 6,414

き ゃ う り 4 46 ll.6 3.2 86.3 10,552

californiaCrop&LivestockService:Galifornids principalCrop&

LivestockComm odities,1969

2%に当 る｡

その栽培地域は郡別 にサンホ7キン ,ヨロ(Yolo ), フt/スノ,サ ッタ-, ソラノ(Solano)

サクラメン ト (Sacramento )郡等,サンホアキンからサクラメン ト川流域に集中し,元来 こ

れに加わ ってt̂た中部海岸はサンフランシスコ湾岸地域の都市化で 今は衰退 して しまった.加工用

トマ トは 7月初旬よ り11月初旬 までの長期間収穫が続けられ,産地に近接するデノレモンテ等の=

場 で加工 され,全国に送 られ てV,るO

<レ タス> トマトVC次 ぐ第2の野菜 で,合衆国総生産高の 63.2%,145万 トンを生産 し. 1億

3,600万 ドルの収益をあげてV,る.収穫期か ら春 もの,夏ちの,秋 ものに三大別 され,いずれも

最大の産地は中部海岸のモンテレー (Mnnterey)郡で,各々州栽培面積の 62.1%,76.3%,

47.8%を占めてV,ち. これVC次 ぐ産地は春 ものは ヴェソ トウラ,サンタバーバ ラ,夏 ものはサン

タクJL-ズ (SantaCruzJ),サン タバーバラ,秋 ものはフレスノ,コン トラコスタ (Contra

oosta )と,7レスノを除けば,中部海岸及 び南部海岸 に集 中し,サンフランシスコ,ロサンゼ

ルスに近接 した近郊農業の性質を持 っているO

くセ ロTJ> 州の順位はおちるが,合衆国総生産高の60%余を生産 し,第 3位 の野菜で ある.栽培

地域は約 70%が グェン トウラ郡 vc,その他 もみなF地域VC集 中 し,レ タスと同じ く近郊農業の隆
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質 をもっているO

くその他> 第4位のカンタロープは夏 ものがブレスノ (62.0% ), カーン (14.0% )のサンホ

アキソ川流域に,春夏 ものは暖かV,気候 を利用 し南部のインビり7ル (Imperial)郡 に.又 5位

の人参はモンテレー (50% ),サンタバーバラ, カーンに生産 が集 中 してい る｡ この他アスパラ

ガスはサンホアキ･-/ (59.5% ),カリフラワーはモンテレ-,了ラメダ (Llameda)を主産地

に してVlるO

以上果樹に比べ,野菜類は 上り集約的であ り,加=用に主力をお くトマ トを除けば,鮮度 の高い

ことを要求され るので,サンフランシスコ,ロサンゼJLスの大都市周辺VC当る中部海岸,南部海岸

に生産地が集 中してい るO殊vc中部のモンテレー,南部のサンタバーバ ラ両郡は野菜栽培の 2中心

となってい る0

4 花 井栽 培

花井栽培は果樹 ･野菜 と同様,最近の増加が著 しt̂分野 であ り,カ リフオJLpニ了は1970年生

産額か らみて,合衆国花井総生産の 30.4%を占め,主な花井生産州であるフロTJダ 12.4%, コ

ロラド7.7%,ペンシル グ丁ニ77.3%を卦さえ,第 】位 であ るO

花井の中で主要 なものは次の 4種で,この内同州の全米比 を花種毎vcみ ると,カーネーシ ョン ･

45.9%,菊 39.3%,バラ26.2%,グラジオラス16.6%とな9,グ ラジオラスで 1位をフロ

TJダにゆず る他は,すべて第 1位 を占めている (第 11表 )o生産者数 ,生 産 高 か ら同 じ く同州

の地位をみると,前者の比率は低いが,後者 は菊 55.40/Oで 1位.ヵーネーシ ョン49.6%で 2位

第 11表 主要花弁のカ リフォルニアの地位 (1970)

主 要 2 3州 カ リ フ ォ ル ニ ア

生産者数 生産 高 生産 額 生 産 者 数 生 産 高 生 産 額

カー｢ネーション 174㌔ 61,7讃 千47,750 29{ %16.9 30,6音節 %49.6 21,品 卜≧ yo45.9

菊(スタンク｣ド 2457 130,218 26,925 191 7.8 72,160 55.4 10,590 39.3

ボンボン菊 2497 128.882 26,651 201 8.0 32,039 24.9 6,601 24.8

ば ら 383 18,866 53,967 60 15.7 6,674 35.4 14,113 26.2

U･S･DeptofAgriculture,StatisticalReportingService:Flowersand

FoliagePlants,1969,1970
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と,グラジォラスを除けば,花井生産 23州の半ばからV3の生産高をあげ,大規模で機械化され

た栽培方法が うか えゞる｡

次に比率の高いカーネーシ ョン,義 (8)R タンダー ド).ばらの3種を とりあげ,1956生から

′70年の生産高,生産額の

変遷をみると(第 6図 ),

生産高では最 も伸び率の高

い菊は指数 576.3で,カ

ーネーション330.9,ば

ら251.8をはるかに凌駕,

生産額か らはカーネーシ ョ

ン,菊の地位は替 り,各 々

指数 521.6, 423.7で,

前者がより商品性の高tJlこ

とがV}え るO

これ ら花井の栽培地域は,

サンディエゴ,サンタクラ

ラ,サンマテオ等 ロサンゼ

ルス,サンフランシスコの

二大都市の周辺にあるが,

最近では都市化の影響で,

次第に都市から離れる傾向

にあるo

S 要 約

以上,果樹を中心にカ リ

フォルニアの園芸農業を概

観 してみた｡

Tiず果樹に おいては非常

に多種類 にわたってV,るが,

中でも主要なものはぶ ど う,
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第6図 カリフォルニアにおけ るカ-ネーシ ョン.

菊, ばらの生産高 生産額の変遷

(1956-1970)
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オレンジ,桃,アーモンド. くるみである. これらを郡別栽培状況から6つの果樹地球に区分 した

が,この内最大のものはサソホ7キン川流域 Eで,ぶ どうを核心に ナッツ,柑橘類,落葉果樹 とい

ずれの分野 も最盛の果樹中心地域,これVCナ ッツ,落葉果樹混合地域のサクラメン ト川流域 1,柑

橘類卓越の南部カ リフォルニアFが剛 刊の主要三大果樹地域 と象るo

果樹栽培の変遷からみると,最近の動向 として著しV,ものに果樹地域の北進及び都市域からの果

樹後退 の二点があげられ,オレンジ, ナッツVC殊に著しいo 更VC農業面では果樹農業か ら大市場を控

A, よ即決益の高U?都市向け生乳用酪農及び養鶏-の転換が考えらA, これは殊vc南部カl)フォJt:

ニ7VC著しい｡ この点について性 農業面のみでな く, 更vc7グ1)ビジネス的観点か らru考察が必

要 と思われ る鵜 これは又後にゆずbたい｡ これ ら果樹を中心 とする諸現象vcは同州の近年の人口

急喝 急速を工業化及びこれに伴 う地価の高騰 公害問題等が考えられるカ:,,野菜 ･花井栽培において

ち,大都市周辺の近郊農業としての性質を維持しながら 次第に栽培地戎の遠隔化という現象を呈し始めているo

おあ りに

本学松井勇教授に停年御退官記念 として,本稿を謹 しんで献呈致 しますO なかここVC本稿作成vc

当って御助言頂いた正井奉天助教授及び資料提供を受けた合衆国農務省,統計局, 20余郡の農務

局局長各位,更vc資料の一部提供を うけた教育大田林明氏に感謝致 しますO
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